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要  旨 

 

 

城陽市は市民に対してしっかりと説明責任を果たし、市民の

意見を真摯に聴取するための説明会開催を求めます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１、請願の趣旨 

 現在、城陽市の水道事業は、安全でおいしい地下水を活用して行われていま

す。 

私たち「城陽の水と土を考える会」はこのことを誇りに思い、是非続けてほ

しいと望んでいます。城陽市はこの度、政府が新たに上下水道事業の民間委託

の手法として創設した「ウォーターＰＰＰ3.5」の導入を提案し、決定しよう

としています。国土交通省によればこの「ウォーターＰＰＰ3.5」は、事実上

の民営化にあたるコンセッションＰＰＰ４への段階的な移行を前提にした制

度です。これは今までの城陽市水道事業からの大転換だと言えます。このよう

な大転換が市民に知らされないまま進められようとしています。 

 水道事業は市民の生活・生命そのものに関わる重要なインフラです。議会に

報告し、決定すればそれで済む、というものではありません。城陽市が市民に

対して説明責任を果たし、市民の意見を聴取することを求めます。この件につ

いて、市民に対する説明会を開催することを求めます。以上のとおり請願いた

します。 

 

２、請願の理由 

 １、「水道事業の運営の民営化までは考えていません」から、民営化移行

を前提とした制度導入について。城陽市は、「広報じょうよう」の「水

だより」（24 年２月１日付け）、３頁「水道事業ビジョンの中間見直

しＱ＆Ａ」で「Ｑ、水道事業を民営化するつもりなの？」に対して

「Ａ、水道事業の運営の民営化までは考えていません」と答えてい

ます。ところが５月 17 日、城陽市は、上下水道事業経営審議会でウ

ォーターＰＰＰ3.5 導入方針を提案し、審議に入りました。６月 11

日の市議会総務常任委員会で、審議会の内容が初めて報告されたの

です。 

   繰り返しになりますが、国土交通省によれば「ウォーターＰＰＰ3.5」

は、事実上の民営化にあたるＰＰＰ４コンセッションへの段階的な移

行を前提にした制度です。「水道事業の運営の民営化までは考えていま

せん」（「水だより」前述）が、なぜ、いつ、どうして「民営化移行を

前提としたＰＰＰ3.5」導入に至ったのでしょうか？ 

   城陽市は市民に対して説明責任があると思います。 

 ２、現在行われている市営水道としての地下水利用は守られるのでしょ

うか？ 

 ３、水道料金の価格決定などへの影響はどうなるのでしょうか？ウォー

ターＰＰＰ3.5 制度導入後、市の判断・責任で価格決定できるので

しょうか？ 

 ４、ウォーターＰＰＰ3.5 制度導入 10 年後、城陽市公営としての城陽市

上下水道部のスキル（人員・知識・技術・経験など）は守り発展で

きるのでしょうか？ 

 



   以上、城陽市は市民に対してしっかりと説明責任を果たし、市民の

意見を真摯に聴取する、為の説明会開催を求めます。 


